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暖地型牧草の栽培と利用方法について

１ はじめに

ロールベーラーやラップマシーンなどの収穫機械

の性能が向上するにつれて、作業性やラップサイ

レージの品質も向上する傾向にあります。また、こ

のところの配合飼料や輸入粗飼料の価格高騰によ

り、高品質な自給飼料を生産し、生産コストを低減

しようという機運が高まって参りました。

表１に輸入乾草と国内で自給された乾草との飼料

成分の比較を示しました。輸入乾草の代表的なスー

ダングラスとオーツヘイを比較すると、CP、TDN

共にスーダングラスが高い傾向を示していますが、

スーダングラスは品質のバラツキが大きいことがわ

かります。これに比べて国内で生産されたスーダン

グラスはCPは低いですが、TDNは１番草２番草と

もに高くなっています。さらに、ローズグラスでは

スーダングラス以上の品質が確保され、CP、TDN

いずれも上回っていることが分かります。

また、自給飼料の中でトウモロコシは最も重要性

の高い作物ですが、近年、熊やイノシシなど獣によ

る食害が大きな問題となっています。この対策のひ

とつとして暖地では獣害の少ない暖地型牧草の栽培

に取り組む方が増えています。

暖地型牧草にはいろいろな種類がありますが、こ

こでは九州など西日本を中心に、乾草またはロール

ベールサイレージに調製しやすい主要な草種につい

て、栽培と利用方法のポイントをご紹介致します。

表１ 輸入乾草と国産乾草の飼料成分比較

区別 品種 刈取時期／品質 水分 CP NDF ADF 比 TDN 比
国産乾草 ローズグラス 出穂前 １３．８ ９．９ ６８．１ ４１．１ １００ ５９．４ １２９

出穂期 １４．１ １０．２ ６６．８ ３９．９ ９７ ５７．８ １２５
再生草 １５．９ ８．６ ７１．０ ４３．９ １０６ ５６．３ １２２

スーダングラス １番・出穂 １０．４ ６．９ ６２．５ ３８．８ ９４ ５４．６ １１８
再生・出穂 １０．４ ４．７ ６１．３ ３７．９ ９２ ５２．１ １１３

輸入乾草 スーダングラス CF＜３０％ １１．６ ９．９ ６４．２ ３４．８ ８４ ５５．７ １２１
３０％＜CF<３５％ １０．３ ８．６ ６７．９ ３８．８ ９４ ５２．２ １１３
CF＞３５％ １３．１ ６．６ ７０．７ ４１．３ １００ ４６．１ １００

オーツヘイ CF＜３０％ １３．０ ６．９ ５８．６ ３４．９ ８５ ５５．９ １２１
３０％＜CF＜３５％ １２．０ ６．４ ６１．０ ３６．６ ８９ ５５．３ １２０
CF＞３５％ １１．７ ６．２ ６８．０ ３９．４ ９５ ５２．０ １１３

一般成分は日本飼養標準（２００１）による。

ローズグラス草姿

牧草と園芸 第５５巻第４号（２００７年）
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２ 主要な草種について

� ローズグラス『カタンボラ』（中生）・『カリー

デ』（晩生）

播種量：裸種子 ２～３㎏／１０ａ，

スーパーホワイトコート種子５～６㎏／１０ａ

茎や葉が細いので乾き易く、収穫時の機械による

踏圧に耐える強い再生力が特徴の暖地型牧草の代表

的な草種です。

刈り遅れると倒伏し易く、牛の嗜好性が悪くなる

欠点がありますので、早め早めに収穫することをお

勧めします。

耐湿性は中～やや良で土壌の適応性が広く、暖地

型牧草の中では比較的作りやすい草種ですが、種子

が小さくて軽く風に飛ばされ易いので、播きムラの

無いように播種作業は注意深く行ってください。種

子をコート加工したスーパーホワイトコート種子は

播きやすく、作業性や均一性が大きく改善できます。

� 『なつ乾草』

播種量：３～４㎏／１０ａ

茎が極めて細く乾燥が早いこと、直立型の草姿で

倒伏に強いことなど調製が容易なことからローズグ

ラスに替わる新草種として注目されています。種子

の形状が球形で播き易く、発芽と初期生育が早いの

で雑草との競合に強いことが従来の暖地型牧草に無

かった特徴です。

平成１８年に宮崎研究農場にて「なつ乾草」の遅ま

き試験を行いました（表２）。この結果から「なつ

乾草」の出穂は日長に左右されず、遅まきでも収量

性が高いことが分かりました。すなわち「なつ乾

草」は５月中旬から８月下旬までの播種適期の幅が

広い特徴を持っているのです。８月のお盆前後に畑

が空いて、イタリアンの播種までに、もう１作つく

りたいという場合に好適です。

栽培上の注意点としましては湿害に弱いので水田

転換畑では栽培に適さず、一般の畑地でも播種直後

の大雨による一時的な冠水で枯死する場合がありま

す。また再生力が低いので、１回刈の利用になります。

尚、植物体内に可溶性のシュウ酸を含むので、馬

には給与しないで下さい。

表２『なつ乾草』遅まきの出穂期と収量性

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 草丈（㎝）
乾物収量
（㎏／10ａ）

○ ＝ ＝ ＝ ＝ × １４６ ６２８
○ ＝ ＝ ＝ ＝ × １６２ ６６４
○ ＝ ＝ ＝ ＝ × １４７ ６２０
○ ＝ ＝ ＝ × １３３ ６９５
○ ＝ ＝ ＝ ＝ × １２６ ５２５
○ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ × １３５ ７２７
○ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ × １４４ ８２８

○：播種期、×：出穂期 （平成１８年当社宮崎研究農場）

なつ乾草草姿

「葉を除去して、茎の細さを見てみました。」

右のローズグラスに比べ、サラサラしています
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� ヒエ『青葉ミレット』

播種量：２～３㎏／１０ａ

耐湿性については飼料作物の中で最も強く、水田

転換畑などの中湿田での栽培に最適な品種です。茎

がやや太めなのでロールベールやサイレージまたは

青刈り利用に向いており、嗜好性は良好です。

出穂が日長によって変動するので、種まきが７月

より遅くなればなるほど、穂が早く出て草丈が短く

なるため収量が低くなります。

� カラードギニアグラス『タミドリ』

播種量：２～３㎏／１０ａ

名前にギニアグラスと付いていますが、ギニアグ

ラスとは別種の牧草です。カラードギニアグラスは

茎が細く、ローズグラスより湿害に強く、水田転換

畑での乾草やロールベールの生産に適しています。

畑地での収量性はローズグラスより劣りますが、

嗜好性はローズグラスより良好です。種子はローズ

グラス同様に小さいので播種作業は丁寧に行ってく

ださい。

� スーダングラス『ヘイスーダン』

播種量：６～８㎏／１０ａ

一般的には暖地型牧草の部類に入らないのです

が、ロールベール利用に向く草種として同じ視点で

比較して紹介します。ヘイスーダンは前述の暖地型

牧草に比べれば発芽・初期生育は段違いに優れ、雑

草との競合の心配は有りません。また、収量性も明

青葉ミレット草姿

ヘイスーダン 草姿

再生
左：他社のスーダン、右：ヘイスーダン
１番草の刈取後、トラクターで踏んだ後の再生力の違いです。

タミドリ草姿
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らかに優れます。

また、他の品種と比較すると、収穫時の機械によ

る踏圧に耐える強い再生力と、予乾時間を短縮でき

る乾き易さが最大の特徴ですから、最も暖地型牧草

に近いスーダングラスと言えます。

刈り取りは草丈１．５m前後の出穂前に行うように

して、茎の下部が硬くなる前に収穫することがポイ

ントです。

３ 栽培と利用について

� 播種時の注意点

暖地型牧草はトウモロコシやソルゴーに比較し

て、発芽や初期生育が遅い欠点があります。また、

使用できる（登録・適用のある）除草剤が無いので、

耕起作業では特に雑草の抑制に力点を入れ、砕土・

整地を丁寧に行ってください。また、播種後の鎮圧

は必ず行ってください。

� 刈取時の注意点

暖地型牧草はトウモロコシやソルゴーに比較し

て、糖含量が低い傾向にあります。サイレージに調

製する際に発酵が進まないのはこの糖含量が少ない

ことが原因です。集草時にスノーラクト－Lアクレ

モスプレーを添加すると、乳酸菌が必要とする糖

を、アクレモが繊維を糖に分解して供給するので、

乳酸発酵が促進され、発酵品質や嗜好性が改善され

ます。

４ おわりに

配合飼料や乾牧草などの購入飼料の価格が高騰し

高止まりしている状況にあります。労力が掛かるこ

とではありますが、自給飼料を増産することが経営

改善の大きな力になると思います。最後に暖地型牧

草の収穫量の目安として各草種の播種期別刈取案内

表（表３）を示しましたので、必要な給与量を自給

飼料で確保するために活用下さい。

表３ 暖地型牧草の播種期別刈取案内表

播種期別の刈取案内表

品 種 名
５月下旬播き

再生良否
７月下旬播き

刈取り適期
収量 刈取時の

自然草高
刈取り適期

収量 刈取時の
自然草高10ａ当生収量 10ａ当乾物収量 10ａ当生収量 10ａ当乾物収量

カタンボラ（ローズグラス） ７月下旬 約４トン 約７００㎏ 約８０㎝ ◎ ９月中旬 約３トン 約５００㎏ 約８０㎝
カリーデ（ローズグラス） ８月上旬 約５トン 約８００㎏ 約７０㎝ ◎ ９月下旬 約４トン 約６００㎏ 約７０㎝
なつ乾草 ７月下旬 約４トン 約８００㎏ 約１４０㎝ × ９月中旬 約３．５トン 約７００㎏ 約１３０㎝
青葉ミレット ７月下旬 約５トン 約９００㎏ 約１６０㎝ × ９月上旬 約３．０トン 約５００㎏ 約１００㎝
カラードギニアグラス ７月下旬 約３．５トン 約５５０㎏ 約６０㎝ ◎ ９月下旬 約２．５トン 約４００㎏ 約６０㎝
ヘイスーダン ７月下旬 約５トン 約９００㎏ 約１６０㎝ ◎ ９月下旬 約４．５トン 約８００㎏ 約１６０㎝

収量は１番草の目安です。（天候や土地柄に左右されます。） （九州地域を標準とした）

「牧草と園芸 ２００７年５月号」掲載記事について

＊８ページ （小タイトル）

４ 北海道に草地更新に最適の中の１３行目

《誤》（更新は２０年弱に１回萎ちょう病を期待）

《正》（更新は２０年弱に１回）

＊８ページ （小タイトル）

４ 北海道に草地更新に最適の中の１５行目

《誤》 明らかに長くなっています。

《正》 明らかに低くなっています。

＊８ページ 図３

ネオデント・アシル９０（SH１３５３）の成績（２００４～０５）

の表中

向かって左側は芽室での、真ん中は士幌での、右側は

訓子府での成績です。

＊９ページ （小タイトル）

６ 消化率が良いソルゴーの開発の中の１１行目

《誤》 高等分ソルゴーの差は

《正》 高糖分ソルゴーの差は

訂正してお詫び申し上げます。
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